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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

本研究は、高分子中空糸を使用した革新的な熱交換器の開発を目的とする。熱交換
器は、冷却と加熱を含むすべての熱伝達プロセスにおいて重要であり、二酸化炭素
排出量に直接影響を与える。ポリマー製中空糸熱交換器は、アルミニウム製熱交換
器に比べて二酸化炭素排出量が1/7以下であり、環境に優しい熱交換器であること
は疑いの余地がない。さらに、この新しい熱交換器は50%軽量であるため、電気自
動車、およびスマートシティ実現のための必須の技術革新となる。しかし、厚さを
減らしたポリマー壁は、特に高温時に壁を通した冷却剤の漏れを伴う可能性がある。
本研究提案は、持続可能な方法で低CO2排出量と高効率の利点を維持しながら、長
い稼働時間と高い耐久性を実現する後処理表面処理や共押出製造技術などによる革
新的な解決策をもたらすことを目指す。

実験
Experimental

本研究では、複数の異なる材料からなる中空繊維を分析した。分析は主に構造に着
目し、AFM による表面粗さ、XPS による表面化学、SEM による全体構造の観察を
行った。さらに、中空繊維には低温プラズマ処理を施し、塗装や含浸などの後処理
に適した表面特性へと調整を行った。研究全体の目的は、中空繊維の気体および液
体に対する浸透性を低下させることである。

結果と考察
Results and Discussion

取得したデータは各材料の基本的な特性を示している。中空繊維の表面粗さは予想
以上に高く、これは今後の表面処理に影響を及ぼす可能性がある。表面化学分析の
結果、低温プラズマ処理は表面エネルギーを高める非常に有効な手法であることが
示された。これにより、表面処理や材料処理の選択肢が広がることが期待される。
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